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２Ｂ２１ 

外国人留学生の日本企業就職志向に関する価値意識の分析 

○平田 実(九州大) 

 
 
 

 
 

1. はじめに 

我が国では、グローバル化の進展を背景と

して、これに対応した人材育成の重要性が高

まりつつある。「グローバル人材1」への注目

は、我が国の新たな成長戦略やイノベーショ

ンを考える上で、異なる視点や発想をもつ人

材の戦略的な活用といった視点によるもので

ある。このような中で、我が国の成長戦略の

大きな柱である「グローバル戦略」展開の一

環として留学生政策2などが進展している。こ

のような取り組みでは、大学の国際化ととも

に外国人留学生に関して、高度な専門知識を

有する人材として日本企業における活躍が期

待されている。 
とはいえ外国人留学生の日本企業就職に関

しては、現実的な課題も少なくない。言葉の

問題や就職活動、入社時期、採用後の処遇等、

いずれも様々な主体がそれぞれに試行錯誤し

ながら取り組んでいるところである。一部に

ロールモデルとなり得る先行プログラムは見

られるものの、留学生政策における就職とい

う「出口」支援について産学連携による取り

組みは緒に就いたばかりである。 
本報告では、工学系分野の外国人留学生を

対象にして行った日本企業への就職志向に関

するアンケートデータに基づいて、留学生の

価値意識を分析する。これにより大学等にお

                                                  
1 その対象は、日本経団連のレポート（2011）などに

みられるように一般的には日本人及び外国人人材と

いう国内外の人材を対象としている。 
2 「国際化拠点整備事業（G30）」などの取り組み。 

いて今日求められる課題を提示する。  
2. 先行研究と課題 
日本における外国人留学生の就職に関する

研究は、おおむね３つに大別される。①就職

支援、②教育（語学）、③企業側実態である。 
①就職支援については、日本独自の就職活

動の困難さを背景として、大学の取り組みの

現状や支援方策について検討を行ったものが

多い。総じて指摘するところは、多くの外国

人が日本への就職経験をキャリアパスとして

捉えながらも、実際には就職内定を得るため

の準備や知識が不足しており、具体的な行動

に乏しいといった指摘である（伊藤他,2008; 
守屋,2009;神谷,2010） 
②教育分野では、留学生に対する日本語教

育ないしはキャリア教育という文脈からの議

論である。日本語教育についてはアカデミッ

クな専門語彙指導よりも基本的な日本語文法

能力やコミュニケーションスキルを重視する

見方（山本,2006）や、英語が用いられやす

い工学系大学院生レベルでは研究室の活動と

いう学習プロセスを踏まえた日本語教育の重

要性（重田他,2011）などである。概して言え

ば、対象学生の特性によって効果的な日本語

教育に関するアプローチは様々である。少し

間口を広げれば、異文化間教育としての外国

人留学生に関するキャリア教育の必要性など

の提起（中本,2010）もされている。 
③企業側実態の点では、昨今企業へのアン

ケート調査を中心としたレポートが関係機関

などから提出されている。AOTS(2007)は、
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コミュニケーション力を中心とした就業課題

の要因を分析したレポートである。そのほか

に も 就 労 実 態 全 体 に 関 す る 調 査

（JILPT,2009））や採用課題に関するレポー

ト（日本経団連,2008）がある。 
これらいずれの論議にも共通することは学

生と企業間のギャップの存在である。既往研

究・レポートから抽出されるのは、留学生の

多くが日本企業へ就職を希望するものの大学

サイドの支援は不十分で、日本人と同じ就職

活動プロセスに戸惑いを感じる留学生像であ

る。またこれに対して、企業サイドでは問題

意識はあるが効果的・積極的な留学生受入に

は至っていない状況である。 
このような課題克服のために、多くの研

究・レポートが共通に示唆する点は、産学連

携による取り組みの重要性である。大学と企

業が十分に連携して教育カリキュラムやイン

ターンシップに取り組むことの必要性が指摘

されている。しかしながら外国人留学生の増

加と我が国におけるその戦略的な雇用が引き

続き重要な政策課題として論議されている中

で、産学連携の必要性の背後にある外国人材

の価値意識については十分に顧みられてはい

ない。 
このような中で、留学生が日本企業で働こ

うとする意識を改めて問い直すことは重要な

点である。外国人材の価値意識を通じた日本

企業に対する洞察に基づいた取り組みが求め

られている。このため、特に下記の点につい

て分析を行う。 
① 日本における就職理由 
外国人留学生はなぜ日本企業へ就職を果

たそうとするのか。彼らが就職を通じて

えがく、日本ないし日本企業とはいかな

る価値であるのか。 
②外国人材に求められている能力 

 外国人留学生は、日本企業への就業にあ 

たりいかなる能力が求められていると認識 
しているか。語学やコミュニケーション・ 
対応力など日本企業就職とどのように関係 
していると価値認識しているか。 
これに、実際に日本企業へ就職した外国人

留学生の状況を踏まえた考察を加える。 
 

3. 分析 
（1）概要 
 ①調査方法: 質問票調査 
 ②調査時期:  2011年7-8月 
 ③サンプル:  
  ⅰ) 対象:九州大学工学系大学院生 
 （JILCs受講学生、産業工学コース専攻学 
  生のうち日本企業へ就職意志のある者） 
  ⅱ) 実施:講義において配布・回収 
 ⅲ) 有効回答:66名(回収数74名) 
（2）項目（下表1） 
 ①日本で就職したい理由（10変数） 
② 日本企業で就職する上で求められる能

力（4変数） 
表1 質問項目 
 
上記項目に係る事項を5段階評価（リッカー

トスケール）で回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）主成分分析 
 「日本で就職したい理由」の 10 の質問項
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目について、なぜ日本において就職しようと

するのかその志向性の強さを抽出するために

主成分分析を行った（下表2）。 
 この結果、3 つの成分が抽出された。第１

主成分は、スキルや専門生、企業イメージの

良さ、給与待遇など企業の属性に関する成分

である。このため「日本企業志向」とラベリ

ングした。次いで第2主成分は、日本でのキ

ャリア形成、日本暮らし、希望する企業があ

るといった変数に関する成分であり日本その

ものに関していることから「日本一般志向」

とラベルする。最後の成分は留学や語学力に

関する成分である。このため「経験蓄積志向」

とラベリングした。 
 第1主成分 「日本企業志向」 
 第2主成分 「日本一般志向」 
 第3主成分 「経験蓄積志向」 
表2日本で就職したい理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)相関分析 
  上記で得られた成分スコアは、外国人留学

生が日本において就職しようとする志向性の

軸として抽出されたものである。このような

価値志向性に対して、日本社会の一員として

実際に日本企業に就職する際に外国人人材と

して求められる能力に関する自己認識がいか

なる関係を有しているか相関分析を行った

（下表3）。 
この結果、日本語力については、いずれの志

向性成分とも有意な相関を示すものではなか

った。次に日本文化への対応力に関する認識

は、就職希望を「日本一般」で抽出された主

成分に対して有意な相関を示している。企業

属性に関する対応力に関しては、「日本企業」、

「日本一般」のいずれに対しても強い相関が

認められた。発想の独自性という能力につい

ては、「経験・蓄積」と有意な相関があること

が示されている。 
表3 相関分析 

 
 
 
 
 
 
 
本分析は、因果関係を考察したものではな

いため、変数間の相関の強弱が直接両者間の

関係を説明するものではない。ただし日本の

企業文化・働き方についての適応力が企業や

日本一般と強い相関を有していることは、日

本企業で自らのキャリア形成を積極的に行っ

ていこうとする留学生の意識が反映されてお

り、外国人留学生が日本企業就職に関連して

日本企業や日本それ自体のユニークネスにつ

いて、一定の考慮を行っている価値意識の表

れと解釈することができる。またこれらのこ

とは、日本企業にとって外国人留学生という

グローバル人材の採用・受入に関する戦略方

針や運用等をこれまで以上に精緻におこなっ

ていくことの重要性を示唆している。 
 外国人留学生の社内における位置づけや採

用・受入スタンスを明確化し、外国人留学生

を専門性やスキルに応じてどのように位置づ
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けるかは企業の判断である。たとえば外国市

場における営業・マーケティングや現地法人

のオペレーションに関することなどは日本と

海外を結ぶ人材を想定するだろう。このよう

な場合、言語力やコミュニケーション能力に

秀でた人材を前提としているかもしれない。

本調査で対象とした工学系のバックグラウン

ドをもった外国人留学生はどうだろう。「日

本」や「日本企業」というどちらかと言えば

特殊な文脈を意識し同型化がうかがわれるタ

イプは、日本企業においてどのように受け入

れられるであろうか。以下補完的に、アンケ

ート対象層の先輩格とも言える外国人留学生

の就業後の事例を示す。 
（5）事例考察 
 事例は、日本のグローバル製造企業に就職

した九州大学工学系大学院課程修了学生5名

に関するものである3（下表４）。 
 表４ 日本企業就職学生の就業後の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 配属先等の訪問ヒアリングの結果、留学生

は「外国人だから」という特別な採用枠や考

えのもとに受け入れられたわけではないこと

が伺える。工学系大学院を修了したものづく

り関係の高度人材として一個の研究者・エン

                                                  
3 調査は、九州大学工学府産業工学コースを履修した

修了学生から5名を抽出し平成23 年8 月に行った。

ヒアリングは、実際に配属された事業所を訪問し本

人・企業側担当者から筆者が聞き取りした。 

ジニアとしてその能力や態度が評価され、採

用後も日本人と同一の研修やキャリア形成が

期待されている。このようなタイプの学生は、

単に出身国と日本（企業）を橋渡しする人材

(ブリッジ人材)とは異なる。 
 このことは日本の大手製造企業では、工学

系外国人留学生をその異質性や才能の独自性

の点等から意図的に受け入れを行っているわ

けでは必ずしもないことを示唆するものであ

る。むしろ本人の能力の普遍的・科学的な専

門生を踏まえつつ、日本企業独自の業務プロ

セスに適合し得ることを前提として外国人留

学生採用を行っていると見ることができる。 
 
4. まとめ 

 日本企業へ就職を志向する工学系の外国人

留学生に関する価値意識を分析した。この結

果、就職を志望する理由として抽出された「日

本」ないし「日本企業」という志向性に対し

て、社会的・企業文化的な対応能力が密接な

相関を有していることが明らかになった。ま

た事例考察から見られるように工学系学生は

就業後、とくに日本企業特殊的なタスクプロ

セスを遂行することが求められていることが

示唆された。大学サイドに関する実践的含意

は、日本語教育はもとより専門教育において

企業見学やインターンシップ等の実践的コー

スワーク等、取り組み体系化の必要性である。 
 なお、本報告は特定の大学における一部の

外国人留学生を対象としたものであり、今後

より普遍的な分析が求められる。 
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